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【研究の背景・目的】 

 全ての脊椎動物は、より大きい縄張りや、よりよい

生殖パートナー等を巡って、同種同士で闘う。このよ

うな社会的闘争は、相手の抹殺によってではなく、戦

いの当事者のどちらかが降参して、当事者同士がお互

いの優劣関係を受け入れたときに終息する。これまで、

このような社会的闘争の終息がどのように制御され

ているのかは、全く分かっていなかった。我々はこれ

までの研究から、脳の手綱核から脚間核へと繋がる隣

接し合った二つの神経回路が、動物種を越えてこの過

程に深く関わっているという手掛りを得た。本研究で

は、この発見を発展させて、脊椎動物の社会的闘争で

の優劣決定の仕組みを明らかにする。 

 

【研究の方法】 

 本研究では、ゼブラフィッシュの背側手綱核の外側

亜核と内側亜核とが、マウスの内側手綱核 

の背側亜核と腹側亜核に進化的に相同であることを

利用して、両方のモデル動物を並行して利用する。

我々が独自に開発した技術も含む、個体レベルでの遺

伝子操作技術、光遺伝学技術、神経細胞活動イメーン

グ技術を駆使して、手綱核•脚間核経路と、その入出

力経路の機能を明らかにすることによって、社会的闘

争の制御機構を明らかにする。 

【期待される成果と意義】 

 闘争による社会的上下関係の決定は、動物だけで

なく人間にも見られる過程である。 

また、敗者が、敗北の記憶によって敗者となり続け

るという現象は、人間の社会的振る舞いでも共通し

てみられる。このような行動の脳科学的解明は、極

めて社会的影響が大きいと言える。 

また、社会的引きこもり等の治療などにも、研究の

結果は利用される可能性が高い。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 28 年度－32 年度 142,900 千円 

【ホームページ等】 
http://www.brain.riken.jp/jp/faculty/details/37 

 図１ ゼブラフィッシュの社会的上下関係を決
めるための闘争 

 図２ ゼブラフィッシュの脳での、手綱核
からの神経出力経路 


